
十
六
葉
の
大
冊
に
し
て
電
文
慨
世
あ
る
装
飾
器
具
片
よ
り
玉
刀
、
　
、

玉
境
、
玉
斧
、
玉
燧
、
蒲
肇
、
穀
蟄
，
圓
颯
、
魚
狐
、
颯
蝉
、
鳩

環
、
兎
颯
、
鶏
一
環
、
一
一
、
小
一
類
あ
り
殊
に
魚
颯
の
多
き
は

注
目
に
贋
す
る
所
で
、
後
世
の
魚
符
S
考
へ
合
は
す
べ
き
妊
史
料

で
あ
る
。
玉
に
關
す
る
研
究
書
は
あ
ま
り
多
く
出
て
居
ら
す
支
那

に
於
て
も
博
大
激
の
古
玉
周
考
な
，
ご
が
有
名
で
あ
る
位
で
あ
る
か

ら
、
ペ
リ
オ
博
士
の
論
文
が
將
來
の
玉
研
究
の
進
蓮
に
寄
與
す
る

功
績
は
蓋
し
鮮
少
な
ら
す
ざ
考
へ
ら
れ
る
．
〔
以
上
那
波
〕
　
　
　
・

第
十
一
巻
　
　
嚢

報

悲

報

轡
史
學
研
究
旧

例
食
旨
　
　
六
門
月
十
二
日
午
後
肖
時
、
鰍
塞
友
・
曾
舳
臨
橿
…
上
大
講
堂
に
開

削
。
左
記
の
講
演
あ
り
、
午
後
五
時
散
會
し
た
。

　
　
我
三
代
の
壷
私
有
鯉
轟
廿
牧
健
二
君

　
大
化
以
前
皇
室
領
た
る
屯
倉
、
胱
領
た
る
紳
地
を
除
く
皇
族
、
寺

院
、
臣
蓮
伸
造
國
造
村
首
の
所
有
地
が
田
荘
で
あ
る
。
田
荘
は
そ
の

所
有
者
の
棲
力
身
分
の
相
蓮
に
從
ひ
そ
の
歌
態
同
一
で
な
い
が
、

屯
倉
ε
共
通
の
性
質
を
有
し
、
氏
族
制
度
叉
は
國
造
制
度
に
基
い

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
部
曲
の
民
ミ
し
て
嚇
の
部
落
の
住

艮
が
豪
族
の
私
力
の
支
配
に
蹄
す
る
や
そ
の
土
地
は
や
が
て
田
蕪

ミ
化
し
、
叉
贈
與
を
う
け
し
土
地
を
田
荘
ε
す
る
こ
ぐ
」
も
あ
り
、

最
薯
し
い
の
は
無
虫
地
の
開
墾
に
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
田
蕪
は
漸

次
塘
加
し
た
。
京
畿
地
方
に
て
は
普
通
村
を
軍
位
－
こ
し
て
組
織
さ

れ
た
が
他
地
方
で
は
一
郡
に
亘
る
こ
ε
が
あ
っ
た
。
領
有
者
の
翻

よ
り
云
へ
ば
皇
族
の
有
し
た
も
の
は
其
撒
多
く
な
い
。
寺
領
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
五
　
（
山
ハ
五
九
）

㍉



　
　
　
第
＋
一
巻
　
　
藁
　
　
報

も
の
は
田
荘
嚢
蓬
の
時
期
に
於
い
て
叢
生
し
大
化
に
も
慶
せ
ら
る

、
こ
ミ
な
く
後
の
荘
園
に
糠
績
し
て
居
る
。
臣
連
以
下
は
大
化
の

詔
に
所
謂
有
勢
者
で
あ
っ
て
そ
の
意
は
政
治
上
官
愚
な
る
ミ
共
に

族
制
組
織
上
族
長
を
意
味
す
る
。
そ
の
有
し
た
田
蕪
は
私
有
地
さ

い
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
領
地
で
あ
る
。
そ
の
霜
露
亦
一
様
で
な
い
、

班
田
の
こ
ε
あ
り
し
や
否
や
は
明
で
な
い
が
田
荘
は
必
し
も
班
田

S
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
種
の
小
作
的
制
度
が
あ
っ
た

の
で
あ
ら
う
云
々
。

　
　
二
三
時
代
の
政
治
欺
態
　
　
　
文
學
士
　
鋼
渓
　
了
諦
君

　
印
度
は
其
の
驚
異
す
べ
き
文
化
を
展
開
し
乍
ら
、
有
名
な
歴
史

の
書
き
残
さ
れ
な
か
っ
た
國
で
あ
る
。
從
っ
て
其
古
代
に
於
る
政

治
祉
會
の
歌
態
は
殆
ん
，
ご
嗜
黒
で
あ
る
。
然
し
此
暗
黒
の
中
に
も

多
少
の
光
明
を
投
ず
る
も
の
は
實
に
佛
教
経
典
の
存
在
で
あ
る
。

吾
人
は
佛
経
聖
典
中
に
現
れ
映
る
國
家
，
主
棲
者
等
に
關
す
る
記

事
の
討
強
に
よ
り
て
佛
譜
代
繭
後
の
印
度
斜
鼻
地
方
に
於
け
る
政

治
魅
會
の
幽
翠
を
略
想
見
す
る
こ
ミ
が
出
職
る
の
で
あ
る
ε
て
、

マ
ヌ
法
典
に
見
え
た
る
所
謂
印
度
の
中
國
が
佛
典
に
於
て
は
更
に

東
方
に
簑
大
さ
れ
て
る
る
こ
ミ
、
佛
出
世
少
し
く
以
葡
に
所
謂
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
王
山
ハ
　
（
六
六
〇
）

國
に
は
十
六
大
國
が
存
在
し
た
が
佛
時
代
に
穿
て
は
政
雫
の
中
心

は
マ
ガ
ダ
登
記
コ
サ
ラ
國
の
雫
覇
に
あ
っ
た
こ
ミ
、
叉
此
雨
國
を

初
め
ミ
し
、
バ
ツ
ヂ
i
共
和
國
、
ア
バ
ン
チ
王
國
等
の
間
に
行
れ

た
攻
伐
聯
盟
、
結
婚
攻
略
，
其
強
弱
盛
嚢
に
就
て
種
々
の
原
始
佛

典
を
引
用
し
て
興
味
深
く
論
蓮
さ
れ
た
。

醗
讃

史

會

例
禽
田
　
　
六
日
μ
二
十
・
五
B
午
後
六
時
傘
、
燃
杢
久
旧
館
笛
叩
五
號
室
に

て
開
催
、
幽
二
者
三
浦
，
西
田
爾
敦
授
以
下
二
＋
二
名
、
左
寵
の

講
演
あ
り
、
十
時
過
散
會
。

　
　
鎌
倉
時
代
の
祉
會
歌
態
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
費
君

　
鎌
禽
時
代
の
新
制
を
も
く
こ
し
て
、
強
盗
由
賊
海
賊
の
横
行
，

諸
砒
寺
の
瀞
人
重
信
の
狼
等
等
胱
會
の
不
安
よ
り
説
き
起
し
、
公

家
胤
會
に
於
け
る
職
務
怠
慢
、
宜
面
素
胤
の
事
實
を
あ
け
，
そ
の

間
に
あ
り
て
庶
民
階
級
の
生
活
の
漸
く
高
ま
り
煽
れ
る
こ
ミ
を
、

連
句
に
濾
す
る
自
警
豊
年
制
度
の
存
在
や
、
民
聞
塩
鮭
祭
例
の
華

美
、
及
び
そ
れ
が
富
裕
な
る
氏
子
の
経
管
に
出
つ
る
も
の
な
る
こ

ミ
等
に
よ
っ
て
示
し
、
夏
に
群
飲
博
変
の
流
行
を
述
べ
て
風
俗
の

＼

夢



壌
鼠
に
及
び
，
そ
を
助
長
せ
る
も
の
ε
し
て
不
正
な
る
結
婚
媒
介

の
存
在
せ
る
事
實
を
あ
け
最
後
に
一
般
服
装
の
奢
修
に
就
い
て
説

く
。

　
　
研
究
の
二
一
二
に
就
い
て
　
　
文
墨
榑
士
　
西
田
直
二
郎
君
　
　
「

　
上
古
に
於
け
る
庭
園
S
我
三
民
生
活
ミ
三
三
係
を
見
る
に
，
古

く
我
國
の
庭
は
大
陸
思
想
、
特
に
道
教
思
想
の
影
響
を
う
く
る
ミ

こ
ろ
多
し
。
蘇
我
馬
子
の
飛
鳥
河
上
の
邸
の
庭
に
池
を
穿
ち
島
を

造
れ
る
は
全
く
漢
武
帝
の
上
林
園
、
階
帝
の
西
園
の
襟
式
マ
」
相

同
じ
く
二
二
人
の
恩
に
は
敢
て
珍
し
か
ら
ざ
る
島
が
庭
中
に
あ
り

ミ
し
て
殊
に
時
人
に
喧
傳
せ
ら
れ
し
は
、
そ
が
蓬
葉
涙
洲
二
島
を

模
せ
る
が
爲
な
る
べ
し
。
凡
そ
海
洋
学
に
あ
り
て
は
島
は
死
入
の

赴
く
ミ
こ
ろ
ミ
考
へ
ら
る
」
を
常
ε
し
、
我
國
に
於
い
て
も
其
思

想
の
存
在
せ
し
こ
ミ
を
想
像
す
べ
き
理
由
あ
る
に
賢
し
大
陸
國
に

於
い
て
は
島
は
紳
仙
の
住
す
る
ε
こ
ろ
ミ
考
へ
ら
る
。
蓬
葉
は
即

そ
の
表
象
な
り
馬
子
の
庭
も
之
を
話
せ
る
も
の
に
て
、
そ
の
背
後

に
は
脚
仙
思
想
あ
り
、
そ
の
後
家
武
前
の
松
林
園
亦
同
じ
、
李
安

初
期
の
代
表
的
庭
園
瀞
泉
苑
は
自
然
の
地
形
ミ
地
質
を
利
用
せ
る

も
の
な
る
が
、
同
じ
く
池
S
島
あ
り
し
こ
ε
鎌
倉
初
期
以
下
の
古

　
　
　
第
十
一
谷
　
　
麩
　
　
　
澱

圖
に
明
な
り
。
而
し
て
こ
れ
は
鹿
を
要
し
水
禽
を
賑
せ
る
等
欺
洲

の
爵
Φ
お
鍔
伸
Φ
昌
に
類
す
る
ミ
こ
ろ
あ
り
。
こ
の
後
漸
次
疲
殿
造

に
慮
じ
た
る
庭
襲
蓬
せ
し
が
そ
れ
に
も
島
あ
り
し
こ
ε
古
き
傳
統

に
よ
る
も
の
な
り
云
々
。

⑱
西
洋
史
卜
書
會

裾捌

煌
ﾂ
　
　
六
日
μ
十
・
七
日
b
ヤ
後
エ
ハ
時
よ
り
樂
友
會
融
陽
に
旧
捌
く
0
來
魯
回

壷
手
縫
名
。

　
　
ラ
づ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
オ
ス
塾
プ
ロ
イ
セ
ン
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
坂
口
　
昂
君

　
自
由
役
の
漉
入
ア
ル
ン
ト
の
「
ラ
イ
ン
は
ド
イ
ヅ
の
流
れ
で
ド

イ
ツ
の
境
界
で
な
い
」
ミ
い
ふ
こ
¶
こ
の
、
大
黒
世
界
史
的
に
當
を

得
て
居
る
所
以
か
ら
、
ラ
イ
ン
漕
岸
に
於
る
ロ
ー
マ
の
慧
跡
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
東
北
三
＋
里
ベ
ブ
ラ
附
近
ゾ
ル
フ
ε
い
ふ
百
軒

た
ら
す
の
田
舎
村
の
生
活
及
び
、
オ
ス
㍗
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ク
三
ク

ス
ベ
ル
グ
に
近
い
フ
ッ
ク
ス
フ
エ
フ
エ
の
僻
村
訪
問
豊
に
よ
り
、

こ
の
東
西
の
世
態
人
情
の
比
較
な
さ
、
日
記
を
も
く
こ
し
て
の
講

演
で
あ
る
。
博
士
一
流
の
鋭
い
槻
察
潜
門
に
加
へ
て
、
爲
眞
総
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄
〃
四
號
　
　
　
一
五
七
　
（
山
ハ
山
ハ
一
）



　
　
　
第
＋
一
谷
　
　
嚢
　
　
報

書
列
車
時
芸
表
宿
料
受
領
書
等
に
よ
っ
て
、
群
々
實
地
に
臨
む
様

な
慈
あ
っ
た
こ
言
は
何
も
の
に
も
代
へ
ら
れ
ぬ
喜
び
で
あ
っ
た
。

　
　
ラ
イ
ン
河
の
掻
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
優
徳
君

　
米
人
冒
。
プ
、
簿
。
0
ブ
霧
9
氏
の
ラ
イ
ン
河
潮
航
記
の
紹
介
で
あ

る
。
先
づ
和
蘭
國
内
の
図
黛
欝
巳
9
卍
よ
り
運
航
の
途
に
上
り
、
猫

逸
事
内
に
入
り
、
同
当
日
に
て
は
、
本
流
以
外
の
支
流
ル
ー
ル
、

マ
イ
ン
河
そ
の
他
の
澹
邊
を
も
訪
れ
、
濁
逸
よ
り
醜
嘱
し
て
瑞
西

國
内
に
入
り
、
切
。
島
。
望
。
Q
o
Φ
を
過
ぎ
く
。
鼠
醇
酒
ぎ
ロ
の
源
を

極
め
、
燧
に
ア
ル
プ
ス
の
高
峰
切
接
⊆
ω
山
に
至
り
て
そ
の
行
を

終
る
。
そ
の
問
．
沿
常
の
葡
萄
園
、
幾
多
の
怪
奇
な
る
傳
論
、
中

世
の
面
影
を
残
せ
る
蕎
城
趾
に
就
い
て
蓮
べ
、
更
に
古
く
は
p
ー

マ
時
代
よ
り
蒸
せ
し
諸
都
市
持
に
ク
ル
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

ス
ト
ラ
ス
プ
ル
グ
等
に
就
い
て
そ
の
今
昔
を
物
語
る
。
叉
、
大
載

後
の
ル
ー
ル
地
方
の
歌
況
、
猫
佛
間
に
於
る
ア
ル
サ
ス
、
ロ
レ
ー

ヌ
の
畢
奪
に
就
い
て
も
叢
れ
る
ε
こ
ろ
あ
り
。

⑱
最
近
の
欺
米
吏
界

欧
洲
大
戦
前
外
交
の
研
究
　
最
近
の
車
上
史
學
界
の
嚇
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
雑
｝
　
　
輔
五
八
　
（
六
山
ハ
ニ
）

は
、
か
の
欺
洲
大
戦
責
任
論
の
結
果
ε
し
て
薫
れ
た
戦
前
國
際
外

交
の
研
究
や
、
萩
秘
密
文
書
の
公
表
の
盛
な
る
事
で
あ
る
。
そ
の

最
大
の
牧
獲
は
、
普
佛
戦
役
以
後
歓
洲
大
戦
に
至
る
猫
…
逸
公
文
書

を
登
表
し
た
彪
大
な
る
U
δ
9
0
。
。
器
弓
○
澤
簿
α
霞
国
爵
○
笈
凶
。
。
夢
2

溶
笹
営
象
。
　
及
び
三
國
同
盟
の
謎
を
氷
解
せ
し
め
た
ウ
井
i
ン
大

學
教
授
跨
』
・
瀞
茸
⇔
ヨ
博
士
の
U
δ
囹
。
蒙
ω
o
ぎ
コ
Q
魯
。
一
ヨ
マ

⑦
憎
窯
蒔
ゆ
O
ω
齢
。
畦
。
箆
㌣
〔
ぎ
電
髪
ψ
一
。
。
遷
一
一
Φ
竃
で
あ
る
が
蓼
爾
ほ

最
近
の
牧
獲
を
羅
ぐ
れ
ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
英
國
外
務
大
臣
は
、
ω
o
ε
㌣
≦
器
9
H
教
授
そ
の
他
の
懇
願
に

よ
り
、
戦
野
鰍
洲
國
際
關
係
に
署
す
る
公
文
害
を
外
務
省
の
手
に

よ
っ
て
公
表
す
べ
き
事
を
約
し
た
。
こ
れ
、
上
述
の
狸
逸
の
U
δ

♀
○
ω
。
。
。
℃
亀
鼻
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
か
Σ
る
羅
が

佛
米
そ
の
他
の
諸
國
を
刺
戟
し
て
同
襟
な
る
態
度
に
出
で
し
め
る

事
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
職
前
外
交
の
研
究
に
S
つ
て
の
一
大
幅
音

で
あ
る
。
殊
に
心
労
の
文
書
獲
表
は
、
公
方
弼
に
造
詣
深
き
Ω
o
o
o
7

博
士
、
目
。
影
需
結
同
氏
の
編
纂
に
係
る
母
」
云
ふ
事
な
れ
ば
、
そ
の

公
表
は
蓋
し
期
待
に
値
す
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
。

　
ス
エ
ー
デ
ン
の
學
者
頃
。
嘗
。
§
糞
は
、
最
近
公
表
さ
れ



糎

穿

　
た
猫
填
の
外
交
文
書
を
利
用
し
て
、
　
．
．
U
器
U
冠
。
ま
毒
曾
｝
・
ω
8
ヨ

　
一
。
。
刈
り
一
お
δ
．
．
の
題
名
の
下
に
、
三
國
同
盟
の
毅
研
究
を
獲
表

　
し
た
。
そ
の
第
一
急
な
る
金
事
二
國
同
盟
よ
り
ビ
ス
マ
ル
ク
の
隙

　
退
に
至
る
時
代
は
已
に
登
刊
さ
れ
た
。

　
　
ベ
ル
リ
ン
駐
在
前
ト
ル
コ
大
使
認
2
穿
苺
響
。
・
冨
は
、
、
。
鍔

　
8
葺
ρ
島
。
L
、
》
濠
欝
9
σ
Q
器
簿
詩
ξ
8
Φ
鳥
①
鷺
ジ
國
Φ
日
邑
ま
胤
。

　
団
O
篤
⇒
冨
ρ
早
手
○
室
員
⑦
旨
○
μ
（
ぱ
匙
Φ
、
、
（
娼
9
誘
）
を
著
し
た
。

　
　
填
國
外
務
課
長
に
し
て
、
自
ら
鋤
セ
ル
ビ
ア
最
後
通
牒
を
草
し

　
た
津
①
汐
幽
く
呂
寓
霧
島
⇔
は
、
そ
の
著
、
．
U
器
国
磐
ω
弩

　
尉
毘
覧
簿
N
、
．
（
］
≦
自
鼠
。
プ
）
を
出
し
て
、
こ
の
時
昂
騰
は
セ
ル
ビ
ア

　
が
最
後
通
牒
を
受
領
す
べ
き
事
を
豫
期
し
て
居
っ
た
事
を
蓮
べ
て

　
言
書
の
大
戦
責
任
に
封
ず
る
無
罪
を
韮
齢
し
た
。

ジ

　
　
○
韓
。
］
W
㊦
興
。
吋
博
士
は
、
最
近
猫
逸
當
局
よ
り
獲
表
さ
れ
た
新

　
外
交
文
書
を
利
用
し
て
、
．
、
国
。
。
厳
器
O
｝
（
環
区
臼
①
国
営
ζ
Φ
一
。
。
毎
西

　
U
Φ
暮
湾
巨
§
曾
．
．
を
著
し
た
。
こ
れ
、
三
國
同
盟
，
三
國
協
商
の

　
綜
合
的
研
究
ε
し
て
、
極
め
て
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
こ
霊
は
言

　
を
ま
た
な
い
。
第
一
巻
田
ω
曄
母
。
器
ヒ
剴
⇒
巳
三
。
・
b
o
筆
陣
は
已
に
醐

　
九
二
三
年
に
患
版
さ
れ
て
居
り
、
第
二
巻
U
島
津
導
N
へ
嵐
ω
o
げ
一

　
　
　
　
第
十
一
雀
　
　
漿
　
　
　
報

閃
話
誇
。
ぎ
切
二
口
乞
。
。
は
昨
年
に
型
置
さ
れ
、
第
三
巻
U
δ
日
鼠
マ

一
？
一
国
纂
。
艮
。
は
近
く
嚢
行
さ
れ
る
歯
で
あ
る
。

　
本
日
ヰ
始
に
ロ
シ
ア
・
政
府
…
よ
り
山
足
行
さ
れ
た
＾
．
嗣
）
9
。
。
N
ρ
謡
の
叶
ジ
O
プ
O

寄
琶
弓
（
；
昌
毛
。
穿
臥
①
σ
q
．
”
は
b
大
戦
開
始
前
の
．
露
霊
撰
、
土
、

ブ
ル
ガ
リ
ヤ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
忘
の
間
の
外
交
文
書
を
包
含
し
た
も

の
で
興
味
あ
る
公
表
ε
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

佛
國
に
於
る
工
闇
ω
仲
。
圏
「
Φ
O
曇
勝
曾
P
隅
Φ
の
刊
行
最
近
こ
の

方
面
の
刊
行
多
撒
あ
り
。
先
づ
、
O
喫
鉱
讐
p
o
氏
編
纂
の
十
二
冊

本
は
一
般
的
の
も
の
、
頃
p
言
蕃
P
。
Q
お
髭
。
書
算
編
纂
の
二
＋
班

本
は
綜
合
文
化
史
の
形
を
具
へ
た
も
の
、
冨
毬
ヨ
。
℃
Φ
藻
氏
編

纂
に
係
る
U
母
。
房
。
。
Φ
出
軍
の
三
冊
本
は
學
校
用
の
簡
聖
な
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
、
切
①
嘲
笑
編
纂
に
係
る
．
．
両
く
。
ζ
δ
⇔
α
⑦
｝
麟
自
δ
帥
鼻
曳
．
は

知
名
學
者
の
論
文
集
の
如
き
も
の
で
、
量
的
蕉
門
の
充
分
に
存
す

る
も
の
で
あ
る
。
最
も
魔
術
的
に
傑
出
せ
ろ
田
ω
δ
冨
Ω
ぴ
ま
邑
⑦

出
版
は
、
パ
リ
ー
大
學
教
授
Q
二
ω
馨
Ω
9
N
博
士
の
指
導
に
係

る
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
中
世
近
世
最
近
盤
の
四
部
に
分
れ
，
各

々
佛
國
に
於
る
著
名
墨
者
の
執
筆
に
係
り
、
五
十
冊
の
大
部
を
包

含
す
べ
き
豫
定
で
あ
る
◎
古
代
は
更
に
、
、
東
方
，
ギ
リ
シ
ア
、
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
M
四
號
　
　
　
一
榊
血
九
　
　
（
山
鶴
山
ハ
三
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
藁
　
　
報

！
マ
の
三
部
に
分
れ
、
ギ
リ
シ
ア
に
は
三
冊
が
分
配
さ
れ
、
そ
の

第
一
柵
は
9
0
§
博
士
自
ら
の
執
筆
に
よ
っ
て
已
に
出
版
さ
れ

た
。
完
成
の
曙
に
は
、
U
9
常
器
一
図
2
昌
9
民
の
そ
れ
ミ
相
鋤
し

て
史
學
上
の
一
傑
作
品
マ
㌧
な
る
で
あ
ら
う
。

猫
逸
に
於
け
る
古
典
雑
誌
の
新
刊
　
古
典
月
刊
雑
誌
9
さ

日
9
μ
が
、
今
度
知
名
古
典
墨
者
を
編
纂
者
ミ
し
て
出
版
さ
る
、
事

ミ
な
っ
た
。
創
刊
號
は
晦
年
四
月
號
で
あ
っ
た
。
次
に
、
U
δ

土
穿
艶
8
な
る
雑
誌
が
、
多
少
麺
俗
趣
味
を
も
加
味
し
て
、
年
四
回

の
協
定
で
新
し
ぐ
嚢
行
さ
る
・
事
ミ
な
っ
た
。

　
　
　
欧
米
史
混
雑
姐

　
佛
國
に
て
は
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
の
機
關
雑
誌
ミ
し
て
、
切
憲
9
自
§

な
る
難
誌
を
新
し
く
獲
行
ず
る
事
ミ
な
っ
た
o
U
芭
許
H
O
お
P

レ
塗
。
び
穿
ヨ
。
。
鍔
錐
の
知
名
學
者
の
編
輯
に
係
る
。

　
図
（
冨
p
三
遷
塁
窪
博
士
は
、
そ
の
名
著
O
Φ
。
・
。
匡
9
δ
9
。
。

≧
悼
。
誉
§
あ
の
第
扁
巻
に
漏
し
、
最
近
十
年
間
の
研
究
嚢
見
に
基

い
て
、
U
δ
簿
①
お
Ω
μ
§
μ
2
0
σ
q
δ
、
切
昌
覧
〇
三
①
同
炉
》
。
。
。
・
旨
。
霧
毒
鳥

跨
お
導
8
塁
な
る
附
録
を
獲
潔
し
た
。

．
9
讐
げ
琶
σ
Q
。
》
毯
δ
艮
缶
尻
ε
ご
・
．
〈
9
H
目
．
．
固
5
影
。
・
旨
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
，
山
面
0
　
（
山
ハ
山
ハ
四
）
　
、

対
塁
旨
。
．
．
が
昨
年
＋
月
に
万
事
さ
れ
た
が
、
更
に
そ
の
第
四
巻

．
．
日
｝
6
娼
臼
亀
P
⇔
♂
く
強
弓
自
臼
④
≦
Φ
ω
鴨
り
が
近
々
嚢
刊
さ
る
Σ

筈
で
あ
る
Q
倫
ほ
、
O
ρ
焦
げ
邑
α
q
o
冨
Φ
α
β
o
〈
巴
寓
一
。
・
δ
乏
く
9
＜
。

。
．
O
籍
ω
蝕
＄
と
も
最
近
獲
刊
さ
れ
た
。

　
古
代
職
史
に
關
す
る
擁
端
的
滲
考
地
盛
で
あ
っ
た
図
円
○
彰
選
。
7

＜
Φ
夢
の
、
．
ω
。
募
。
ぼ
①
守
》
¢
鍵
凶
葺
蓬
田
ぎ
回
日
巨
⇔
σ
・
。
・
α
身
㊦
ω
。
三
。
匿
。
、
．

の
第
四
部
が
登
刑
さ
れ
た
。
・
マ
ラ
ソ
ン
の
載
よ
り
ク
ー
ロ
、
矛
ア
の

戦
に
至
る
迄
を
取
扱
っ
て
居
る
。
因
み
に
，
著
者
く
㊦
津
げ
大
佐
は

昨
年
九
月
小
ア
ジ
ア
に
研
究
族
行
を
行
ひ
乞
食
の
爲
に
殺
害
さ
れ

た
ε
云
ふ
事
で
あ
る
が
、
誠
に
悼
む
べ
き
事
で
あ
る
。
そ
の
後
任

ミ
し
て
は
、
ウ
井
ー
ン
軍
事
圖
書
館
製
圖
課
長
国
．
察
ω
0
げ
窪
く
O
⇔

局
些
お
巳
日
9
中
佐
が
選
ば
れ
た
。

　
中
世
史
の
凡
て
の
方
面
の
研
究
に
資
す
る
爲
、
咋
年
＋
二
月
、

冨
Φ
参
。
刮
ぎ
盆
。
ヨ
団
。
h
諺
壽
腎
9
が
創
設
さ
れ
た
。
ア
メ
リ

カ
及
び
海
外
諸
國
に
於
る
中
世
研
究
の
護
展
に
努
力
す
る
由
。
機

關
雑
誌
惰
こ
し
て
．
．
も
Q
需
2
蒼
ジ
ρ
冒
霞
⇔
雛
。
；
臼
。
島
器
く
筥
の
貯
＆
。
耽
”

を
年
四
回
獲
行
ず
る
豫
定
で
あ
る
。
近
來
、
史
學
の
方
面
に
於
て

大
い
に
活
躍
し
來
つ
た
ア
メ
リ
カ
に
見
る
同
會
の
創
設
は
中
世
研



「

、

究
に
鴨
こ
り
て
大
な
る
喜
び
ぐ
」
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
ル
ツ
ソ
…
の
書
簡
な
る
も
の
は
、
從
來
極
め
て
少
撒
が
獲
表
さ

れ
て
居
る
の
み
で
あ
っ
た
か
、
ぜ
ネ
バ
聞
書
館
長
た
り
し
故
虐
み

。
》
巨
o
U
三
〇
毎
の
長
年
の
苦
心
に
よ
つ
て
、
ル
ツ
ソ
ー
の
凡
て

の
書
簡
が
蒐
集
さ
れ
．
、
O
o
資
Φ
。
・
宕
巳
磐
8
Q
鍛
働
ρ
一
③
◎
Φ
冒
●
｝
．

図
。
二
。
…
㊦
碧
、
．
（
頴
量
諺
§
9
巳
O
O
冒
）
の
題
名
の
下
に
二
＋
巻

の
豫
定
で
刊
行
さ
る
善
事
¶
こ
な
り
、
已
に
二
巻
は
獲
刊
さ
れ
た
。

重
要
な
る
刊
行
ぐ
」
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
回
国
．
蜀
○
器
博
士
そ
の
他
の
編
輯
の
下
に
、
9
日
目
邑
σ
q
①
田
。
。

8
麸
9
夢
。
切
曇
珍
斎
日
旨
。
、
．
の
超
然
が
計
霊
さ
れ
て
居
る
。

・
最
初
の
三
巻
に
て
総
論
を
興
し
、
第
四
巻
は
カ
ナ
ダ
、
第
五
巻
は

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
籠
目
六
巻
は
ア
フ
リ
カ
に
宛
て
ら
れ
、
第
一
巻

は
明
年
幽
版
さ
る
．
・
豫
定
で
あ
る
。

　
寓
p
§
凶
舜
昌
O
o
影
冨
ξ
は
、
ウ
エ
ル
ス
の
名
著
た
る
○
馨
冠
。

9
田
野
o
q
の
改
訂
檜
補
版
を
出
す
虜
。

　
》
巳
み
討
護
ρ
銅
距
ω
o
＆
p
H
け
爾
氏
の
共
著
に
係
る
．
．
炉
9
ま

O
o
O
翼
然
。
σ
q
養
》
ビ
。
．
．
が
咋
年
出
版
さ
れ
た
が
、
外
交
噌
號
丈
の

解
讃
に
は
大
な
る
便
宜
を
得
た
も
の
S
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
第
十
一
巻
　
　
藁
　
　
　
報

い
。

　
廻
遊
に
於
て
罐
．
威
あ
る
史
學
難
誌
ヵ
①
毒
。
察
。
，
ε
同
だ
器
は
、

今
度
五
十
週
年
紀
念
を
迎
へ
る
事
ミ
な
っ
た
が
、
こ
の
際
拓
、
の
内

容
の
配
置
に
若
干
の
憂
更
を
行
ふ
由
。
鯨
り
に
長
き
論
文
は
、
こ

れ
を
国
9
δ
夢
Φ
ρ
μ
①
α
①
閃
．
国
●
な
る
不
定
期
附
録
に
牧
め
る
事

階
こ
な
っ
た
。

　
佛
國
に
於
て
、
一
九
一
九
年
以
後
の
最
近
事
情
の
研
究
に
資
す

る
爲
に
、
　
○
隷
O
Φ
q
O
U
O
8
琶
①
寡
ρ
甑
O
U
H
馨
2
⇔
帥
け
δ
葺
鈷
⑦
0
9
＃
㌣

突
出
。
目
p
ぽ
⑦
が
創
設
さ
れ
、
昨
年
よ
り
月
刊
の
b
d
島
亀
⇒
を
畿
行

ず
る
事
¶
こ
な
っ
た
が
，
こ
れ
、
英
國
寝
際
協
會
の
．
、
o
Q
自
辱
畠
o
h

H
曇
Φ
ヨ
蝕
。
ゆ
鉱
跨
欝
訂
．
、
の
刊
行
ε
相
ま
っ
て
、
現
代
史
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

大
な
る
利
便
を
與
ふ
も
の
で
あ
る
。

　
o
Q
㌣
跨
曾
ノ
＜
．
名
錠
α
慧
一
・
九
二
四
年
山
色
日
〃
十
九
日
に
一
逝
去
し
た

享
年
八
十
六
歳
。
氏
は
一
貫
に
再
び
，
一
八
六
六
年
よ
の
九
七
年

ま
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
○
≦
2
0
0
蕾
σ
Q
Φ
の
歴
史
教
授
ミ

な
り
、
一
九
〇
〇
年
以
後
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
の
鍔
婁
曾
o
h
頴
汁
？

旨
。
話
①
ε
な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
。
氏
の
功
蹟
の
最
大
な
る

も
の
は
》
9
諺
訂
空
鳴
竃
。
富
舞
麟
翼
○
蓑
O
ρ
ヨ
σ
薮
σ
q
。
震
ω
δ
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
六
輔
　
（
山
川
山
ハ
五
）



　
　
　
　
第
十
一
巷
　
　
嚢
　
　
報

○
晩
犀
ぼ
ω
プ
司
。
鼠
稀
男
。
蔚
）
♂
O
婁
旨
旨
蔚
。
螢
。
。
8
門
図
。
隔
国
茜
琶
μ

い
冨
聾
舞
。
に
於
る
編
纂
の
分
懸
で
あ
る
。
勤
勉
ミ
堅
實
ミ
を
以

て
聞
え
し
同
氏
の
魅
去
怯
、
史
墨
界
に
ε
つ
て
誠
に
惜
む
べ
き
事

で
あ
る
。

　
O
o
鵠
σ
q
Φ
（
δ
周
毒
昌
8
敏
授
髪
夢
霞
Ω
旨
ρ
β
簿
薄
士
は
一
九

二
五
年
六
月
七
β
を
以
て
長
逝
し
た
。
享
年
七
十
二
歳
。
氏
は
長

く
潟
⑦
謡
0
9
置
ρ
器
α
頃
鼓
。
一
お
簿
臼
o
U
算
Φ
糞
ξ
①
の
編
輯
暴

露
ミ
し
て
佛
國
史
墨
界
に
貢
献
し
た
が
、
そ
の
最
も
有
名
な
る
著
述

は
、
U
9
Ω
器
昌
①
。
・
島
。
ダ
菊
。
く
。
貯
一
ご
コ
の
十
哺
冊
本
で
あ
る
。

爾
ほ
営
冒
弩
婁
。
（
δ
劉
ε
o
綜
。
類
の
三
冠
本
も
よ
く
愛
護
さ

れ
る
。
〔
大
村
〕

倉
第
四
號
　
　
　
一
山
ハ
ご
　
　
（
並
ハ
山
ハ
山
ハ
）

尺羨帯

　
　
　
麟
寄
賂
交
換
圏
書

猫
逸
思
潮
史
上

日
本
近
世
史
設
（
花
見
朔
已
著
）

西
南
文
蓮
史
論
（
武
藤
長
留
滞
）

唐
紅
時
代
に
於
け
る
金
銀
の
研
究

史
蹟
精
査
報
告
第
二

民
族
｝
の
五
。
六

観
想
一
の
五

國
學
院
難
誌
三
二
の
七
・
八

歴
史
地
理
四
八
の
丁
二
・
三

哲
累
研
究
二
の
七

人
類
學
雑
誌
四
叫
の
七

史
學
難
誌
三
七
の
七
・
八

考
古
學
雑
誌
一
六
の
七

経
濟
論
叢
二
一
こ
の
二

伊
豫
史
談
M
幽
五
・
四
六

　
　
移
民
隠
書
株
式
會
赴

　
　
　
日
本
學
術
普
及
會

　
　
　
岡
　
　
書
　
　
院

　
　
　
応
身
文
庫

　
　
　
内
　
　
務
　
　
省

　
　
　
民
族
獲
行
所

　
　
　
観
想
嚢
行
所

　
　
　
國
學
院
大
學

　
　
　
日
本
學
術
普
及
會

　
　
　
京
都
哲
學
會

　
　
　
東
京
人
類
累
會

　
　
　
史
　
　
畢
　
　
會

　
　
　
考
古
學
會

京
都
帝
國
大
墨
経
レ
畢
會

　
　
　
伊
豫
史
談
會



　
　
　
鐙
會
員
動
静

　
　
　
　
翻
入
　
　
　
會

廣
島
高
等
墨
校

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
中
原
與
茂
九
郎
氏
）

京
都
帝
國
大
藥
文
學
部
史
畢
科
畢
生

同
　
上

山旧

s
申
貼
雑
山
尽
羅
相
國
寺
門
離
農
町
六
一
二
七

大
阪
府
南
河
内
郡
佐
山
村

東
京
市
小
石
川
腿
大
塚
窪
町
三
四

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

束
｛
尽
山
巾
外
瀧
…
川
西
ケ
原
六
一
鵜
島
方

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
大
久
保
利
謙
氏
）

東
京
市
癩
布
陵
新
網
町
哺
ノ
五
〇

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
神
田
喜
一
郎
践
）

栃
木
縣
宇
都
宮
中
學
校

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
石
川
隆
氏
）

東
京
市
麹
町
匠
外
國
語
學
絞

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
友
枝
照
雄
氏
）

　
　
　
第
＋
一
巻
　
藁
　
　
報

小
　
島
　
　
眞
氏

村
松
繁
樹
氏

島
津
忠
承
氏

末
　
永
　
雅
雄
氏

堀
江
信
二
郎
氏

岡
　
田
　
　
實
氏

樋
ロ
龍
太
郎
氏

橋
本
義
南
無

出
村
良
夫
氏

高
知
高
等
女
學
校

堺
市
材
木
町
東
哨
町

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
三
浦
周
行
氏
）

別
府
市
本
町

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
天
沼
俊
一
氏
）

京
都
府
伏
見
町
津
知
橋

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
非
川
定
慶
氏
）

東
京
市
外
池
袋
聖
公
會
紳
學
院

　
　
　
右
紹
介
者
　
（
小
林
秀
雄
氏
）

町
　
田
倫
政
氏

幽
　
口
　
勝
　
行
氏

日
名
子
太
郎
氏

長
谷
雄
良
隆
氏

深
井
換
　
一
一
氏

第
四
號
　
　
　
一
山
C
ご
　
（
山
ハ
六
七
）


